
１．テーマ設定の理由
　２年次の研究を行った昨年度は、本校全体で設定した「感受・表現」「理解・伝達」「解釈・説明」「評
価・論述」「討論・協同」の５つの枠組みに基づき、社会科として「思考力、判断力、表現力を育てる言
語活動」にはどのような言語活動があるのかを分類・整理した上で実践に取り組んだ。その結果、「読み
取り（読む）・対話（話す）・論述（書く）」と本校社会科における言語活動をかなり漠然と捉えていた一
昨年度に対し、毎時の授業でどのような言語活動を行うのかを明確に意識できるようになった。そして、
日頃の授業で資料を読み取る力、資料を集めて考察する力、論理的に考えを書く力を生徒に身につけさせ
ることを意識した授業づくりを行ったことが、レポートや学習のふりかえりなど、生徒が自分の考えをま
とめて書く場面で成果が表れてきた。
　この２年間の研究により、社会科における言語活動のあり方を意識しながら授業づくりを行うことが定
着してきた。しかしながら、言語活動自体が目的化してしまい、教科の目標を達成できているのかを検証
する視点が弱かったことは否めない。よって、今年度の研究主題は、言語活動を工夫することで生徒の社
会認識をいかに育て、社会科で身につけるべき学力をいかに高めるかということをしっかりと念頭に置き、
「言語活動の工夫を通した思考力、判断力、表現力の育成」と設定した。

２．本年度の研究について

　上表は、昨年度、言語活動の５つの枠組みにしたがって整理・分類した社会科の視点である。昨年度は、
この５つの枠組みを意識して授業づくりを行ったが、単元を通して計画的に言語活動を設定し、どの生徒
がどれだけ力をつけることができたかを充分に検証するまでには至らなかった。そこで本年度は、以下の
３点に重点をおいて研究に取り組む。
　第１に、今年度の本校全体の研究テーマをうけて、調査活動や思考した結果、解釈したことを説明する
活動を単元の中心的課題にすえて授業を組み立てるようにする。この点については、これまでも数年前か
らすでに導入されている協同学習を意識した座席配置と班編制をいかして、班で話し合う等の活動を行っ
てきたが、班で様々な意見を出し合うだけで、そのことをどうまとめたり、深めたりすればよいのかとい
う指導が不十分であった。そのため、話し合いのゴールにたどり着けない話し合いで終わってしまうこと
が多く、話し合いがうまく進まない班では、特定の班員の意見をそのまま班の意見として発表するという
ことがあったり、話し合いや活動に協力的でない生徒の姿も少なからずあったりした。これらに対して、

感受・表現 グラフや表、新聞記事、写真、文献などの資料を読み取り、自分の考えを表現する活動。

理解・伝達 読み取った社会的事象の特色や事象間の関連を発表したり、理解した内容を文章で説明
する活動。

解釈・説明
社会的事象を比較する、分類する、関連付けるといった手法を用いて事象間の関係を説
明したり、他の事象と関連付けて多面的・多角的に解釈し、説明する活動。また、習得
した法則や概念を用いて解釈し、説明する活動。

評価・論述
社会的事象について、自分や班の考えをまとめてレポート報告したり、プレゼンテーショ
ンで発表する。その論述・発表を見たり、聞いたり、相互評価したりして自分の論述を
工夫改善する活動。

討論・協同
観察・実験・調査などにおいて、仮説や予想の設定、結果の検証、結果の解釈などの場
面で、討論しながら考えを深め合う活動。また、創作活動、未来予測など、正解が１つ
ではない課題や、答えに至る道筋が複数ある課題について討論する活動。

社会科総論

テーマ 「言語活動の工夫を通した思考力、判断力、表現力の育成」
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本年度は現職教育で学んできた協同学習の理論・技法をいかし、明確な学習目的のもと班員が協同して課
題解決にあたれるような課題づくりを行う。
　そして第２に、思考力・判断力・表現力の基盤となる、生徒個人の基礎的な言語技術を習得させる活動
を見直すことである。現職教育での井上一郎氏の指導をふまえると、基礎的な言語技術を習得させるため
に、きちんとした書き方や答え方のリテラシーをより丁寧に指導することが必要で、１年生の時からリテ
ラシーのトレーニングを積み重ねていかなければならない。具体的には、この課題についてはこれこれの
資料を用い、どの思考活動（比較する、分類する、関連付ける…など）を行い、主語・述語を明確にして
何字程度でまとめるといった指導である。この指導は、個人作業でのレポート・ふりかえりをまとめるこ
とで、学力の中・上位層がしっかりと伸びてきた昨年度の成果に対して、課題をまとめきれない生徒への
フォローが不十分だったという課題の改善につながると考えている。

３．説明する活動の実践例

　本校社会科としての説明する活動の手順は、上の表のように、まずは自らの思考によって解釈をつくり、
班でそれぞれの妥当性と信頼性について判断した上で、各自の解釈をもとに多面的。多角的な解釈をつく
る。この過程で、生徒の思考力を高めるとともに、再構成した自分の解釈を全体の場で説明することで、
表現力も高めることをねらっている。

１ 資料から読み取ったことを比較・分類した上で、事象間の関連を解釈したり、習得した概念や法則
を用いて社会的事象を解釈したことを自分の意見としてまとめる。

２ 班のメンバーに自分の意見を説明する。

３ 解釈の根拠や論理性について評価した上で、解釈の相違について話し合い、多面的・多角的な解釈
となるようにまとめさせる。

４ 班で話し合ったことをもとに自分のまとめを再構成して書き直し、全体の場で発表する。

学習内容 活動の具体例

◆第一次世界大戦が日本に与えた
影響は？＜歴史＞

　第一次世界大戦がもたらした大戦景気が、日本の社会にどのような
影響を与えたのかをまとめて説明する活動を行った。毎日新聞の連載
記事「大正100年」を読み取ってまとめる際に、「大戦景気」「造船
業・海運業」「成金」「貧富の差」「戦後不況」「賃下げ反対の労働争
議」「産業構造の変化」「人口移動」の８つの語句をキーワードとして
必ず使い、それぞれを関連づけて社会の変化をとらえることで、生徒
の思考力・判断力を育成し、大正時代の社会的状況の一端をつかませ
るのがねらいである。基礎的な言語技術を育成するために、キーワー
ド間の因果関係をウェビングマップを活用してまとめさせた。それを
班内で説明させ、他のメンバーのまとめを参考にしながら手入れを
行ったうえで、代表者がクラス全体での発表を行った。
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４．成果と課題
　今年度の実践をする中での最大の壁は、【理解・伝達】と【解釈・説明】との間にあった。過去２年間、
言語活動の充実を意識して授業改善に取り組んできたが、その壁を越える術が何となく見えた感じはする
けれども、実際に越えることはできずにきた。「説明」するためには何をどう「解釈」させるかが大切で、
「解釈」がなければ単なる【理解・伝達】に終わってしまう。社会的事象に関する知識を生徒に教え、何
が分かったかを発表させていたのでは、いつまでたっても【解釈・説明】にはなり得ない。ここまでは分
かっていながら、社会科における「解釈」とは何か、社会的事象を「解釈」するためには何が必要かを明
らかにして授業づくりができていなかったために言語活動が目的化してしまい、社会科で身につけるべき
思考力・判断力・表現力の育成ができているかどうかを検証できなかったのである。
　その壁を克服する手立てとして、上記の通り①解釈したことを説明する活動を単元の中心的課題にすえ
た授業設計、②明確な学習目的のもと班員が協同して課題解決にあたれるような課題づくり、③基礎的な
言語技術を習得するためのリテラシーの指導、を設定し、和歌山大学の岩野清美先生と和歌山県教育委員

◆食の問題について調べ、報告し
よう！＜公民＞

　近年問題となっている食の問題として、「日本の食糧自給率」「フー
ドマイレージと地産地消」「食の安全（事故汚染米事件）」「変わる日
本の食文化・食習慣」に関する新聞記事をもとに、自分の意見を報告
する活動を行った。新聞記事をもとに、社会的事象について判断し、
自分の考えをわかりやすく表現する力を育てることがねらいである。
そのまとめによって問題の原因を理解した上で、それをどう改善する
かを考えることは、学習した概念をもとに生徒が解釈する活動に当た
る。班員が協同して課題解決に当たれるよう、班のメンバー全員で同
じテキストを読み、協同で要約しながら意見交換し、解決策を協議す
ることで、班のメンバーの内だれが指名されてもレポーターとして報
告できるようにした。また、生徒個人の基礎的な言語技術を習得させ
るために、①各班１つテーマを選び、難しい語句や漢字の読みを確認
しながら段落ごとに交代して記事を音読する。②読む時には赤ペンを
持ち、後で要約するポイントとなる箇所に線を引かせるようにした。
まとめるに当たっては、記事が伝える問題の概要の説明、その問題が
起こっている原因、その問題の解決策、の３点でまとめさせた。

◆日本の選挙制度～投票率低下の
問題について説明しよう～＜公
民＞

「国政選挙の投票率の推移」「年齢別の投票率」「選挙に行かなかった
理由」の３つのグラフからわかることをもとに、「投票率を向上させ
るためのプラン」を考え、３文で説明させる活動を行った。このねら
いは、異なる資料から読み取った情報を総合して解釈し、論理的に説
明する力を育てることである。前２つの資料から読み取れる事実をま
ずは正確に書き出し、「選挙に行かなかった理由」をふまえて、妥当
性のある「投票率を向上させるプラン」を考えさせるようにした。ま
た、論理的な説明をすることを意識づけるために、「１文目では1990
年以前と以後を比べて、投票率がどのように変化しているかを説明し
なさい。２文目では、その変化の要因としてどのような世代でどのよ
うな投票率になっているからか分析したことを述べなさい。そして３
文目で、『ゆえに、…』に続けて投票率の現状を改善するためにはど
のような取り組みをすべきか、自分の考えを書きなさい」という条件
で書かせるようにした。まずは自分で下書きしたものを班内で発表し
あい、互いのまとめ方を取り入れて改善させたうえで、最後に１人の
生徒が作った文章を実際に取り上げ、文の主語・述語をきちんと対応
させて書けているか、投票率の変化について分析したことを的確に説
明できているか、投票率改善の手だてとして考えた取り組みに妥当性
があるかなどを全体の場で検討した。
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会の前田和也指導主事に指導・助言をお願いした。
　まず、１年生・地理の授業では、①諸資料から九州地方の自然環境について読み取り、他地方との比
較・分類を通して九州地方の自然環境の特色を明らかにする、②協同学習「ジグソー」による研究チーム
でなぜその場所でその農産物が生産されているのかを自然環境と関連づけて解釈し、その内容を自分の班
のメンバーに説明する、③それぞれの研究チームでの解釈に基づいて、九州の人々がどのような工夫をし
ながら農業を行ってきたかを考察する、という学習課題を設定した。生徒自身が資料から「記述的知識」
を読み取り、それらの相互関係を分析することで、「九州地方の特色ある自然環境と農業の関連を、資料
を使って説明する」という本時の目標を達成しようというねらいである。50分間の授業としては時間が足
りず、③の考察については教師によるまとめを提示するに止まったが、生徒が「ジグソー」によって情報
を集め、自分自身の言葉でまとめて班のメンバーに伝えることで、基礎的な言語技術を習得させる機会に
なっていただけでなく、どの生徒も協同して課題を達成し、社会的事象の相互関係を分析する思考力・判
断力・表現力を高めることができた。

　３年生・公民の授業では、地域づくりにおける住民団体の活動を、そのねらいごとに分類（グルーピン
グ）する学習活動を通して解釈したことを説明させ、社会的事象の目的および手段を判断させる課題を設
定した。そして、全５時間の単元を通して、基本的な事項の習得から社会的な思考・判断を問う課題へと
学習を展開できるよう言語活動を設定したことで、「地方自治」における社会参画への意識・態度を高め
るための授業設計を行うことができた。また、３年生においても協同学習の積み重ねにより、個人の学び
から集団での話し合いを経て学習目標の達成に向けた班での協同が効果的に行われるようになったことは、
昨年からの大きな進歩であった。

　８人程度の専門チームでの調査。教科書、地図
帳と与えられたヒントカードをもとに、担当する
農産物と自然環境・地形との関係を協力してまと
めている。

　専門チームでまとめた結論を、資料を示しなが
ら自分の班のメンバーに説明し、その情報をもと
に各地域の地形や気候に適応した農業の工夫を考
える。
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　以上をふまえて、今年度の研究を総括すると、まず重点の１つめとした「調査活動や思考した結果、解
釈したことを説明する活動を単元の中心的課題にすえた授業設計」については、研究協議会で提案した単
元で岩野・前田両先生に何度も授業を見て頂き、アドバイスを頂いたおかげで、今までにない手応えを感
じる授業をするができた。しかしながら、説明する活動の実践例で紹介したものも含め、その他の単元に
おいては、１つの授業の中で言語活動を工夫したに過ぎない実践ばかりであった。来年度は夏休みまでに
１単元の実践を行い、さらなる工夫改善をして研究協議会に臨めるようにしたい。２点目、３点目の重点
に挙げた「明確な学習目的のもと班員が協同して課題解決にあたれるような課題づくり」「基礎的な言語
技術を習得するためのリテラシーの指導」については、単発の授業も含めて、日頃の授業実践で随分と定
着してきたと感じている。
　今年度は、これらの重点目標を意識した授業づくりを行うことで、資料（根拠）をもとに自分の意見を
構築して人に説明する力がつき、また生徒自身にもその力を鍛えることが学習において大切であるとの認
識がはっきりと見られるようになった。また、学習内容を知識として覚えるだけにとどまらず、社会的事
象の関連・目的・手段といった視点で分析することで、社会的事象の成り立ちを理解し、自分の言葉で説
明する力も育てることができた。さらに、「社会参画」という市民的資質にかかわる認識においても、よ
りよい社会の実現に向けて「～になってほしい」「○○には～してほしい」という他力本願的な態度から、
「△△が～なら、自分も参加したい／協力したい」といった主体的な意識（まだ行動をともなっていない
ので態度とまでは言えないが…）が育ってきた。
　ただし、思考力・判断力・表現力という面から考えると、まだ実践できていない思考の方法はたくさん
あり、どういう場合にどんな思考をすれば課題を解決できるか、生徒自身が選択して主体的に思考・判断
できるほど、授業の中で生徒を鍛える言語活動を設定することができていない。人は、受け身で教えられ
たものはなかなか身につかないし、一回限りの経験では自信を持ってそれを活用することができるように
はならない。やはり１つの単元の中で、また一年間、三年間の学習の中で様々な言語活動を行うことで、
複数の思考方法を身につけ、それぞれにふさわしい表現方法を選択して説明できる力を身につけさせる必
要がある。結局、そうした力を鍛えていくことが、生徒の社会的事象を見る目を養い、自分が社会とどう
関わっていくかを考える基盤となるであろう。よって、来年度に向けて、生徒に獲得させたい知識や育成
したい市民的資質をしっかりと定め、思考力・判断力・表現力を高める思考方法と表現方法の研究を進め
ていきたい。

　年表およびパワーポイントによるスライドと映
像資料で貴志川線存続決定の経緯を確認する。

　和歌山電鐵貴志川線をサポートする活動のねら
いごとにグルーピングし、班のメンバーで議論する。
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１．単元名　　地理　日本の諸地域　九州地方　－自然とともに生きる人々の暮らし－
２．単元観

　新指導要領では、日本の諸地域の学習を、テーマ別に学習を進めるようになっている。今回は九州地方
を学習するにあたり、九州地方の自然環境に着目して、地域的特色を追究することとした。第１時では、
九州の地形に着目し、平野・川・山脈・火山などと特産品を学習し、その特徴をおさえる。
　第２時（本時）は、九州地方の農業と土地利用の関わりを気候や地形に着目して考察し伝達する時間と
する。筑紫平野の稲作、佐賀のみかん、宮崎平野のピーマン、シラス台地でのサツマイモ・茶・畜産など
の農産物が気候や地形の特色と密接に結びついており、それぞれの農産物の栽培条件との関連を考察する
ことにより思考を深めることができると考えた。そこで、「みかん」「畜産」「ピーマン」「茶」について、
ヒントカードをもとに因果関係を考えさせ、話し合う活動を通して、根拠に基づいて考えるように気をつ
けたい。本時では、協同学習の利点を最大限に活かしながら、農作物と地形や気候などの自然環境の因果
関係を理解し伝達する活動を通して、長い年月の中で、人々がどのように環境に適応していったかを気づ
かせるようにしたい。
　第３時では、八幡製鉄所が、筑豊炭田という自然環境と中国からの鉄鉱石や石炭という地理的な関係に
基づいていることに気づかせると同時に、九州地方の産業の変遷を学習し、現代の産業構造と九州地方の
立地条件について整理する。
　第４時では、工業化や都市化がもたらした公害問題や環境問題について学習し、現在そして今後の、九
州地方の特徴を活かした人々の生活について考察し、説明する活動を通して、人類が自然環境に適応し工
夫しながら発展してきていることを確認できるように進めていきたい。

３．単元の指導目標
・九州地方の特色ある自然環境とその特徴を活かした人々の生活について、資料をもとに関連付けて考察

し、人類が自然環境に適応し工夫しながら発展してきていることを掴ませる。

４．単元の評価規準

５．単元計画　５時間（◎は本時で、２時間目）

ア　社会的事象への関
心・意欲・態度

九州地方の自然の特徴に対する関心を高め、意欲的に追究し、自然と人々の生
活の因果関係について考えようとしている。

イ　社会的な思考・判
断・表現

九州地方の自然と人々の生活が様々な条件の中で工夫して行われていることを
関連付けて考察している。

ウ　資料活用の技能 九州地方の様々な資料をそれぞれ関連付けて読み取り、図表などにまとめている。

エ　社会的事象につい
ての知識・理解

九州地方の自然や産業、環境問題について理解し、その知識を身につけている。

学習内容 ねらい 中心となる言語活動 評価規準

九州地方の自然
環境（１時間） 九州地方の自然の特徴を掴む。 鹿児島の水を題材に、地形がもたらす

恩恵について考える。【感受・表現】 ア－１

◎九州地方の自
然環境と農業
（２時間）

九州地方の自然と農業の関わり
を考察する。

自然環境と農業の関わりを理解したこ
とを発表する。【理解・伝達】 イ・ウ－１

実践１ １年生
授業者　穂　刈　　　淳
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道徳的視点　３－（２）自然との共生
　自然環境と人々の生活の関わりを調べることで自然に対する共生の念を育む。

６．本時の目標
・九州地方の特色ある自然環境を雨温図や農産物のグラフから読み取ることができる。
・九州地方の特色ある自然環境と農業の関連を、資料を使って伝達することができる。

７．本時の展開

九州地方の自然
環境と工業（１
時間）

九州地方の自然と工業の関わり
を考察する。

自然環境・地理的要因と工業の関わり
を理解したことを発表する。【理解・伝
達】

イ・ウ－１

九州地方の環境
問題と人々の生
活（１時間）

自然環境と九州地方の人々の生
活について自分の考えをまとめ
る。

自然環境と人々の生活の変遷について
説明する。【解釈・説明】 イ・エ－１

学習活動 教師の指導 備　考

１）九州の農産物を復習する。
２）農産物から九州の地形の特徴をイメージ

する。

３）農産物と気候・地形の関わりを、ヒント
カードや雨温図をもとに考察する。

項目「茶、みかん、畜産（牛・豚・ブロイ
ラー）、ピーマン」

（ア）担当を決める。
（イ）各個人で仮説を立てる。
（ウ）担当者ばかりの研究チームで座る。
（エ）研究チームでヒントカードをもとに話

し合いを行う。
（オ）ミニホワイトボードに箇条書きでまと

める。
（カ）結論を自分の班に戻って資料を使い、

説明する。

４）九州の農業が各地方の独特の地形や気象
条件に基づいて人々が工夫をしながら農業
を行ってきたことを確認する。

さつまいもを題材に、地形と気候と農
産物の関係をおさえさせる。

サツマイモの例をもとに、各農産物に
ついてのヒントカードと雨温図等の資
料を使って、農業形態と地形・気候の
関わりに気付かせる。

ボードにまとめるにあたって、ヒント
カードや資料から読み取ったことを明
記し、「だから～と考える」と根拠を
示したうえで、予想をもとに結論を書
かせる。

九州の人々が、各地域の地形や気候に
適応した農業を、工夫して行っている
ことに気付かせる。

ヒントカード
「ピーマンは熱帯
が原産」「茶は冬
に10度以下になら
な い」「畜 産 は
1609年に薩摩藩が
琉球から豚を持ち
帰ったのが始ま
り」
その他写真数枚
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⑦　結果と考察
　日本の諸地域の授業を行うに当たって、苦労したことは資料集めである。本単元は様々な資料から各地
域の特色を読み取り、説明するようになっており、資料が複雑すぎても簡単すぎても適切でなく、生徒の
レベルにあった資料で尚かつ生徒の興味を惹く物を探すのに苦労した。また、九州、中国四国、北海道と
それぞれの資料を集めて行ったが、クラスによって反応も様々であり、資料の使い方も学級の状態に応じ
て工夫する必要があった。研究授業の際はヒントカードをもとに、農産物と地形の関係に気付かせること
に重点をおいて進めたが、50分の中で、思考して意見を出し合い、まとめて記述し、発表するのは難しく、
研究後の授業では、それぞれの模範解答を確認し記述するだけで50分かかってしまい、生徒も楽しく考え
た後にひたすら書く時間が続いたため、集中力が持続しなかった。従って、今回の授業では、教師の資料
の取捨選択と事実の確認作業、生徒の模範解答の確認に時間がかかりすぎたため、スムーズに理解・伝
達・思考・解釈・説明ができるように工夫する必要があると考える。以下は、それぞれの資料と生徒の
ワークシートおよびノートである。

資料１（授業後に配布）
　お米の栽培は１年を通じて大量の水を必要とします。大きな河川がある、山々からの雪解け水が利用で
きる、など田んぼに十分な水を引けることが重要なポイントです。たくさんのお米を収穫するためには当
然ながらたくさんの稲を育てなければならず、そのためには広い土地が必要です。また狭い土地では農業
機械を自由に使用できないなど、効率が悪くなってしまうことがあります。田んぼの土は水はけが良くな
くてはいけません。新鮮な水がどんどん入って土の下へと浸透していくのと同時に酸素が根に供給される
ことで、稲が健全に育っていきます。粘土質で水はけが悪い土だといつまでも古い水が残り、稲の発育が
悪くなってしまいます。水はけの良い土で、たくさんの水を使って栽培することが美味しいお米づくりに
は必須と言えます。稲は夏の間に太陽の光をたくさん浴びて生長するため、天気が良く日照時間が長いこ
ともお米づくりには大切な要素です。またその一方で、夜は気温が下がって昼間との温度差が大きい土地
ほど稲作に適していると言われます。
　さつまいもは、地上部が繁茂しはじめる頃は多雨の、肥大期には強光、乾燥する天候が望ましいとされ
ています。とくに、収穫期間近の秋の多雨はでんぷん価を下げ、貯蔵性を悪くすることから望ましくあり
ません。このため、排水がよく地下水位の低い火山灰台地や砂地のものがおいしいとされています。
　お茶の栽培の適地は、年間平均気温が13℃以上、降水量が４月から10月までは1000ミリメートル程度、
その他の時期は500ミリメートル程度が良いとされています。　特に、冬の寒さが10℃以下にならないこと
が望ましく、我が国では、埼玉県が茶の主産地の北限に当たります。お茶は飲むほかに化粧品にも使われ
ています。化粧品はお茶の持つ抗酸化作用や殺菌作用を利用しています。　また、お茶を飲むことによっ
てビタミン、ミネラルなどの補給になるので、日焼けやシミを防止する効果があります。このほかにボ
ディソープやシャンプーも作られています。 
　熱帯地方が原産地のピーマンは、高温を好み、生育には強い日光が必要です。一年中、晴れの日が多く、
温暖多雨な気候は、ピーマン栽培の適地といえます。ピーマンは、夏から秋にかけて収穫する「夏秋も
の」と冬から春にかけて収穫するハウス栽培の「冬春もの」がありますが、冬でも温暖な気候を生かし、
「冬春もの」が盛んに栽培されています。 
　さとうきびの栽培では本来、30℃以上が最適気温です。その意味からも、日本での植え付け時や萌芽時
は低温であると言えますので、手厚い管理が必要です。さとうきび栽培は、自然の力を上手に活用するこ
とが多収につながります。梅雨や太陽の光を有効に活かすためにも、土壌づくり、植え付けに始まる一連
の作業はすべてにおいて適期作業が望まれます。黒糖作りの歴史は、江戸時代初期にさかのぼります。砂
糖の原料となるサトウキビはたくさん育っているのに、その作り方を知らないことを嘆いた琉球王府の役
人、義間真常（ぎましんじょう）によって、1623年に中国の福建省から製造技術がもたらされました。高
温多湿で年間気温20度以上というサトウキビの生育条件を満たした沖縄では、よりサトウキビを盛んに栽
培し、全島のあちこちで製造が行われるようになりました。
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　温州みかんの適地条件は、年平均気温が15℃～18℃で、冬の最低気温が-5℃以下にならず、日照時間が
多いことになります。加えて、美味しいみかんを作るには、夏～秋の降水量が多過ぎないこと。８～10月
は月間降水量100㎜程度で十分です。雨が多い場合は、地面をシートで覆って吸水量を調節します。排水
の良い土地である。山間傾斜地。南向きで日当たりが良く朝晩の温度差があり、霧が発生しやすい場所。
みかんであれば潮風が当たるような場所である。　そうすると木があばれる。水分ストレスがかからない
のである。水分が常に供給されるものだから糖度がまったくのらないのである。
　牛は温暖な気候を好む、おっとりした性格の動物です。牛乳をたくさん出す乳牛は暑さに弱く、子牛は
冷たい雨に打たれると病気にかかりやすくなります。日本では、幕末から明治維新にかけて、本格的に肉
食文化が幕を開けたといわれています。鹿児島でも当時羽島（はしま）牛・加世田（かせだ）牛・種子島
（たねがしま）牛などが栄えていました。これらの牛に鳥取・兵庫などの和牛をかけあわせ、改良に改良
を重ねて生まれたのが、現在の鹿児島黒牛で、92％がこの黒毛和種となっています。
　鹿児島の黒豚の歴史は大変古く、戦国時代には既に“歩く野菜”と言って秀吉や家康が畏れた、薩摩の
猛将・島津軍団は兵糧に黒豚を用いる事によって九州を統一するに至りました。関ヶ原の合戦の後、1609
年薩摩は当時の明の朝貢国・琉球を武力制圧した際に、琉球から多数の黒豚（あぐー）を連れて帰り、薩
摩の地豚との改良を行っていきました。
　当時の薩摩は“シラス”と呼ばれる水はけの悪い台地ゆえに、米を作る事が困難で、どうしても養豚と
サツマイモの栽培に頼るしか他なかったのです。

ヒントカード
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スライド　九州地方　第１時～第２時
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１．単元名　　公民　第３章「現代の民主政治と社会」　第３節「地方の政治と自治」
２．単元観

　日本国憲法第92条に規定された地方自治の本旨とは、市民自治の拡充によって、地域住民が地域のあり
方を決めることにある*1。ここでの地方自治を行う主体とは、村であろうと町であろうと、積極的に意識
をもって地域共同体に参加し、その構成員としての責任を果たそうという人々であり、自分たちが共同社
会の権利者であり責任者であることを自覚している人のことである*2。地方自治に限らず、社会において
営まれる共同生活の場面では、多くの人々の合意や協力という共同作業が必要であるが、なかには対立す
る意見をもつ人々もある。そこで、互いの違いを認め合いながら、相違を越えて「協働」によって共同体
を作り運営する市民的な資質が求められている*3。近年は、まちづくりへの住民の主体的参加とともに、
行政と「協働」した取り組みの大切さも注目されるようになってきた。ところが、世間一般的な感覚で言
うと、政治は国や地方公共団体がやってくれることであり、政治にはあまり関心がないといった意識や、
政治には参加しないが何か行政の不手際がある度に政治への不満を噴出させるといった意識が根強いとい
うことが社会的な課題であると考える。
　このような現代の日本社会において、各地方自治体には政策主体としての自立が求められている。その
背景として、田村明氏は以下の５つの点を指摘している*4。
　まず第１点は、市民に公選された首長が、地域や市民が必要とする問題にたいして、市民の側に立って
積極的に取り組む姿勢をとるようになったことである。
　第２点は、社会の急変によって、いままでにない新しい問題が噴出し、自治体の対応が求められるよう
になったこと。車社会への突入、高度経済成長による工場公害、環境汚染、災害への対応、宅地の乱開発、
自然や緑の喪失、ゴルフ場の建設と環境汚染、高齢化社会への対応、人口の過疎化、情報社会への対応、
地域社会の崩壊、国際化の進展への対応など、問題は増加するばかりである。
　第３点は、次第に成熟してきた市民は、初めは反対運動などを行うことで意思表示をしていたが、建設
的な運動もおきてくると、自治体としても、それに新たな対応を迫られるようになったこと。自治体行政
も市民参加を求めて意見を聞くようになり、その意見を政策に反映しなくてはならなくなってきたという。
　第４点は、中央の言うなりになっていた従来の方法に限界があることが、はっきりしてきたこと。中央
政府自身もすべてを処理してゆくには限界を感じ、自治体に自由度を与える方がよいと考えるものも出て
きた。また、自治体独自の政策にたいして、従来は抑制的であったのが、次第に認めざるをえないように
なってきたことも指摘されている。
　第５点は、1995年以来の一連の地方分権の動きのなかで、機関委任事務が廃止されたこと。相当数の
「法廷受託事務」は残ったがこれも自治体の事務であり、自治体が責任をもってあたる「自治事務」が圧
倒的に増加した。どうしても自治体は自ら政策主体でなければならない状況となっている。
　こうした状況に加え、2001年からの小泉改革の目玉の１つであった地方への税源移譲、地方への補助金
の廃止・縮減、地方交付税の見直しの三位一体改革や、平成の市町村合併などによって地方の再編が進め
られ、日本の社会は大きく変わってきている*5。そんな中、和歌山県では少子高齢化の進展と若者世代の
県外流出などにより、1996年から人口の減少が始まり、2010年には総人口が100万人を切ることになった。

*1　山本匡毅「地方分権化の進展」（伊藤喜栄・藤塚吉浩編『図説　21世紀日本の地域問題』古今書院、2008年所収）
*2　田村明『自治体学入門』岩波書店、2000年
*3　田村明『現代都市読本』東洋経済新報社、1994年
*4　前掲、『自治体学入門』
*5　授業づくりの参考として、山口二郎『政治のしくみがわかる本』岩波ジュニア新書632、2009年、甲斐信好『プレステッ

プ政治学』、弘文堂、2008年、北山俊哉ほか『はじめて出会う政治学　構造改革の向こうに　第３版』有斐閣アルマ、
2009　年を参考とした。

*6　前掲『現代都市読本』

実践２ ３年生
授業者　山　口　康　平
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山間部では過疎化が進み地域社会の維持が難しい「限界集落」の増加しており、2011年９月の大水害によ
り集落の解散式をしたというニュースも話題となった。県北部でも都会との生活の便利さにおける格差を
感じている県民が多く、生徒の中にも都会への憧れをもつ者が多いのが現状である。それでも、地元和歌
山が好きだという生徒も少なからずいるのだが、社会的流動性が高くなったこの現代社会において、生徒
たちが将来、どこの地域の自治体で暮らすことになっても、その地域の課題を見つめ、地域共同体の構成
員のひとりとして市民参加する意識と態度を育てたいと考え、本単元を設定した。
　さて、ここで市民参加の類型を整理しておくと、①関心、②知識、③意見提出、④意見交換、⑤審議、
⑥討議、⑦市民立案、⑧市民運営、⑨市民実行、の９つの段階がある*6。このうち①から⑤までは「市民
参加」、⑥以降の段階になると「市民参画」、⑦以降になると「市民主体」と、段階が上がるごとに受け身
的な参加ではなく、積極的に市民自らも責任を負う段階に進展していくことになる。本単元での学習に入
るに当たって、和歌山市のまちづくりについて、生徒がどのような認識をもっているのかを調べるアン
ケートを行ったところ、３年生154人中49人の生徒が和歌山市の課題として「交通」を指摘していた。そ
の主な理由を分析すると、「高齢者が多いのにバスの停留所や電車の駅が少なく、信号も少ない」「電車、
バスの本数が少なく、交通網を発達させるべき」などの意見が多かった。これらの意見は具体的なデータ
や証拠に基づいたものではなく、おそらく感覚的に答えた理由であると推測される。よって、本単元に入
るに当たっての生徒たちの市民参加の段階としては「①関心」にとどまると考えられる。
　そこで本単元では、身近な地域の政治にかかわる資料から現実の政治課題を読み取り、地方自治の現在
における成果と課題を明らかにしたうえで、地域住民として自分がいかに「まちづくり」に参加できるの
かを考える機会を生徒に提供する。生徒に「市民参加」の方法を地域の実例をもとに教えることで、社会
参画への意欲を高めることができるのではないかという仮説のもとに授業設計を行った。特に、本時で行
う「なぜ市民参加によるまちづくりが成功したのか」「住民のまちづくりへの主体的な参加が地域をどの
ように変えたか」を考える学習活動と、次時のまとめで行う活動を中心として、社会参画への意識と社会
問題を「公正」に判断する力がどのように高まるのかを検証したい。

３．単元の指導目標
・地方公共団体の政治にかかわる資料から地方自治の課題を見いだし、課題解決に向けた社会参画のあり

方について考察することから、地方自治の基本的な考え方について理解させる。
・地方公共団体の政治のしくみについて理解させるとともに、住民の権利や義務に関連させて、地方自治

の発展に寄与しようとする住民としての自治意識の基礎を育てる。

４．単元の評価規準

ア　社会的事象への関
心・意欲・態度

地方公共団体における現実の政治に対する関心を高め、それを意欲的に追究し、
地域の住民としての社会参画のあり方について、自分の考えを述べている。

イ　社会的な思考・判
断・表現

地方公共団体の政治に関する様々な事象から課題を見いだし、行政・住民・企
業といった地域にかかわる様々な人々の視点から、地域の課題解決に向けた取
り組みについて考え、その過程や結果を適切に表現している。

ウ　資料活用の技能 地方公共団体の政治に関する様々な資料を収集し、有用な情報を適切に選択して、
読み取ったり図表などにまとめたりしている。

エ　社会的事象につい
ての知識・理解

地方自治の基本的な考え方、地方公共団体の政治のしくみについて理解し、そ
の知識を身につけている。
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５．単元計画　５時間（◎は本時で、４時間目）

（道徳的視点）４－（１）社会の秩序と規律　　４－（２）公徳心、よりよい社会の実現　　４－（９）愛国心
・地方自治の根幹として、市民参加によるまちづくりの意義を学び、愛郷心をもってよりよい地域社会の

実現につとめる態度を養う。また、地域社会における政治を題材として「対立と合意」「効率と公正」
にもとづいたものの見方、考え方を身につけ、社会の秩序と規律の維持に不可欠な市民的資質を養う。

６．本時の目標
・まちづくりに住民が主体的に参加することの意義を考えることを通して、社会参画において自分ができ

ることをしていくことで地方自治の発展に寄与できることを理解し、市民としての自治意識の基礎を養
う。

学習内容 ねらい 中心となる言語活動 評価規準

地方自治とは何
か？（１時間）

和歌山市を例に、地方公共団体
でどのような仕事が行われてい
るかを調べ、地方自治のしくみ
や基本的な考え方を理解する。

地方公共団体の仕事について調べた内
容を報告する。【理解・伝達】

エ－１
ウ－１

地方分権と住民
参加（１時間）

都道府県、市の財政とその課題
を調べ、地方分権の意義をつか
むとともに、地方行政における
住民参加のしくみについて理解
する。

地方財政の課題について調べ、わかっ
たことを報告する。【理解・伝達】

エ－１

市町村合併と地
域づくり（１時
間）

市町村合併によるメリット・デ
メリットをふまえ、合併によっ
てどのような特色ある地域づく
りが可能となるかを考えること
で、市町村合併の意義をとらえ
る。

市町村合併によってどのような地域づ
くりが可能かを考察し、説明する。【解
釈・説明】

イ－１

◎まちづくりを
調べる～貴志
川線存続運動
における住民
参加～（１時
間）

「和歌山電鐵貴志川線」の存続
を支える活動のねらいを分析す
ることを通して、まちづくりに
住民が主体的に参加することの
意義を考える。

貴志川線応援団の活動のねらいを分析
し、理由を示して説明する。【解釈・説
明】

イ－１

どうなる？どう
す る！？ 貴 志
川線

（１時間）

①未来の貴志川線について、補
助金の使い方を考えることで、
「公正」なものの考え方を身
につける。

②身のまわりの政治をよくする
ために、私たちに何ができる
のか、これまでの学習をふま
えて自分の考えをまとめる。

貴志川線の支援を継続すべきか、廃止
すべきか、提示された案をもとに、そ
の妥当性を意味づけて論述する。【評
価・論述】

ア－１
イ－１
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７．本時の展開

学習活動 教師の指導 備　考

◆近年、私たちの身近で起こった、困った
問題とは？

・年間の赤字５億円以上、累計赤字70億円、
長さ14.3kmなどの情報を示し、最後に貴
志川線に関する写真を提示する。

パワーポイン
ト

映像資料

配付資料
ワークシート

・南海電鉄貴志川線の廃止決定にいたるま
での経緯について映像資料およびパワー
ポイントでの説明を聴く。

・モータリゼーションの進行により鉄道の
利用者が減少したこと、現在、貴志川線
を利用しているは年間約200万人、１日
平均約5000人程度であること、貴志川線
がなくなると通勤、通学、通院などに困
る人が多く、渋滞が深刻化する恐れを説
明する。

◆「貴志川線」が存続した一番大きな理由
は何だと思いますか？

・たま駅長就任は2007年１月５日、貴志川
線存続決定は2005年４月９日であり、存
続決定の真の要因を探る興味を高めさせ
る。

・「貴志川線」の存続決定にいたるまでの
できごとをまとめた資料を見て、①鉄道
会社、②行政（地方公共団体、国）、③住
民・市民団体がそれぞれ行ったことを整
理し、「貴志川線」が存続した一番の要
因を確認する。半数の生徒が「行政側」、
もう半数が「住民側」の動きを資料で調
べ、わかったことを報告する。【理解・伝
達】

・廃線届けが出されるまでは行政による要
望活動が中心であったが、赤字経営を理
由に南海電鉄は存続を断念。廃線決定後
に、住民団体「貴志川線の未来をつくる
会」を中心に存続運動が行われ、その熱
意によって行政が補助金を出すことを決
定。新事業者として岡山電気軌道が公募
で決定したことをおさえさせる。

・映像資料を見て、貴志川線存続に果たし
た住民の役割と小嶋社長が貴志川線の再
生を引き受けた理由を確認する。

◆貴志川線永続のサポーターとは、どんな
活動をしているのだろうか？

・小嶋社長の思い、貴志川線を支える人々
の思いをふまえ、和歌山電鐵と住民、行
政の三位一体鉄道の取り組みと、貴志川
線永続の応援団としての「つくる会」の
活動継続について確認させる。

映像資料

・三位一体鉄道の取り組みの例を見て、そ
れぞれどのような意図（ねらい）をもっ
て行われているのかをグルーピングする。

・各自の意見を班で説明し、互いに情報を
交換する。【解釈・説明】【評価 イ－１】

・情報交換をふまえて最終決定した意見を
発表し合い、学習のまとめを行う。

・和歌山電鐵の負担を軽くするための活動、
地元住民の利用促進のための活動、他所
からの利用客増加のための活動を意識さ
せるが、ここでは社会参画の多様な意見
を引き出すことも念頭に置いている。

ワークシート
パワーポイン
ト

◆住民がまちづくりに主体的に参加するこ
とで、地域はどのように変わりました
か？

・本時の学習をふりかえり、自分の考えを
書いてまとめる。

・社会参画において、自分ができることを
していくことがまちづくり、地域づくり
をする上で大切であることをとらえさせ
る。
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【授業中に使用した映像資料】
「佐賀県政Now」2006年12月
「日経スペシャル　ガイアの夜明け～住民の足を守れ～消えゆくローカル線再生への闘い～」2007年１月

【授業で使用した年表を作成のための資料】
①貴志川線の未来を“つくる”会「廃線の危機から存続・再生へ～住民運動の軌跡～」2010年
②貴志川線の未来を“つくる”会　会報No.１～７（2005年～2011年）

８．結果と考察
　結果と考察を述べる前に、本単元全体の具体的な学習活動を下表に示し、単元の大まかな流れを記して
おく。

　まず、第１時では和歌山市役所の仕事、第２時では和歌山県・和歌山市の財政を例に、身近な地方自治
体がどのような仕事をしているのかを調べることを通して、地方自治のしくみや住民参加の制度をつかま
せた。ここでは、まず和歌山市の組織図を確認したうえで、市が長期総合計画に示したまちづくりの目標
をもとに、市役所の各部署がどのような行政サービスを行っているのかを班で分担して調べ、報告しあう。
その行政サービスを行うために必要な財源は、市民が納めた税金や国からの補助金、市債などによってま
かなわれていること、議会では市が作成した予算案を審議したり、住民からの要望や議員による提案事項
などが議論されていること、市長は行政機構の長として市政全体の責任を負い、市長や各部署の長が議会
で答弁していることなど、首長、議会、議員、市役所の各部署それぞれの仕事と役割を具体的につかませ
るようにした。さらによりイメージをわかりやすくするために、学校の生徒総会と各委員会の活動のしく

学習内容 学習活動

地方自治とは何
か？

１．地方公共団体の仕事と役割について確認する。
２．地方自治のしくみを図にまとめる。
３．和歌山市の長期総合計画をもとに、市がどのような目標のもとに施策を行ってい

るのかを調べ、発表する。

地方分権と住民
参加

１．地方自治への住民参加の方法と制度についてまとめる。
２．地方財政とその問題点を資料から読み取り、考える。
３．地方分権が進められてきたねらいを確認する。

市町村合併と地
域づくり

１．和歌山県内で行われた市町村合併について知る。
２．「昭和の大合併」「平成の大合併」のあらましを確認する。
３．市町村合併のメリット・デメリットをふまえ、紀の川市ではどのような地域づく

りが可能かを考える。

まちづくりを調
べる
～貴志川線存続
運動における住
民参加～

１．貴志川線が存続した理由を、存続決定に到るまでの年表と小嶋社長のインタビュー
映像から考える。

２．「貴志川線の未来をつくる会」の活動について知る。
３．「つくる会」の取り組みがどのようなねらいで行われているのかを分類して分析す

る。

どうなる！？ど
うする！？貴志
川線

１．貴志川線の未来について示された意見から、自分の意見に最も近いものを選び、
その理由を考える。

２．自分の意見を班で発表し合い、望ましい貴志川線の未来について班で話し合って
意見をまとめる。

３．自分の意見を実現するために、中学生として何ができるかを考えてまとめ、学習
を振り返る。
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みや運営を例とし、事業を行うための予算配分という面をしっかり意識させた。そして財政の課題につい
ては、和歌山県をはじめとする地方の県と東京都の財源の割合を比較することから、自主財源の割合が低
くなっているという地方財政の現状をつかませたうえで、近年進められてきた地方分権改革の流れをおさ
える授業とした。
　第３時は、まず和歌山県内で行われた市町村合併の事例を紹介し、「昭和の大合併」「平成の大合併」が
それぞれどのような経緯で進められたのかを確認した。ここで注目させるのは、合併によるメリット・デ
メリットである。市町村合併にあたっては、各地で賛否両論さまざまな議論の末、合併しなかった地域も
あれば、合併した地域ではそのメリットをいかした地域づくりと、デメリットを克服するための取り組み
が進められてきたことに留意させる。事例は、次時の貴志川線の学習につながるよう紀の川市を取り上げ
た。紀の川市は打田町、那賀町、粉河町、桃山町、貴志川町の旧那賀郡の５町が合併して誕生した市で、

この合併によって果樹の生産額が全国第４
位となったことをいかし、「フルーツ王国」
「食育のまち」をまちづくりの柱の１つと
している*7。授業ではそのことを紹介して
まとめとする前に、旧５町のプロフィール
からどのようなまちづくりが可能となるか
のプランづくりを各班で考えさせることで、
行政の視点に立った地域づくりの視点を提
示した。

　第４時（本時）においては、市民参画のまちづくりの例として「和歌山電鐵貴志川線」の事例を取り上
げた。廃線寸前であった「南海電鉄貴志川線」の頃は、企業の経営努力のみで赤字が膨らむ一方であった
が、鉄道事業を引き継いだ和歌山電鐵の「住民と協力して鉄道を維持したい」という思い、「貴志川線の
未来を“つくる”会」（以下「つくる会」）を中心に、地域のマイレールとして住民自らの手によって支援
しようという思い、補助金を出すだけでなく、「つくる会」や和歌山電鐵の運営やイベントにも協力した
いという行政（紀の川市）の思いが１つになり、三位一体鉄道として運営されるようになった。和歌山電
鐵の開業以来、三者を中心に地元関係者も加わった毎月１回の運営会議を開き、鉄道運営に関する要望を
出し合ったり、各種イベントを協力して実施したりしている。この５年間の取り組みで、貴志川線の赤字
は完全解消に到ってはいないが、和歌山市・紀の川市からの補助金（年間最大8200万円で10年間）の範囲
内で経営維持が可能なレベルまで業績を回復させている。「たま駅長」のブームで一躍有名になった貴志
川線ではあるが、決して「たま」人気や「いちご電車」「おもちゃ電車」などの企画のヒットが貴志川線
存続成功の理由ではない。それら以前に、住民が一体となって行動したことで行政の支援を勝ち取り、や
る気のある新たな鉄道会社の呼び込みに成功し、貴志川線の存続につながったのである。さらに、存続が
決定した時点で「つくる会」が解散せず、貴志川線永続のサポーターとしてイベントの企画や運営に参画
し、まちづくりとして活動していることは、この地域の活性化にも大きな役割を果たしている。本時では、
こうした貴志川線のサポーターとしての活動に注目しそれぞれどのような意図（ねらい）をもって取り組
んでいるのか、またそれがどのような効果があるのかを考えることで、住民のまちづくりへの参加がどの
ような意義を持つのかをとらえさせた。
　第５時は、未来の貴志川線を事例に、単なる貴志川線存続・廃止の議論ではなく、補助金としての支出
をどうすべきか税金の「公正」な使い方を考えさせるようにした。貴志川線は上述のように、10年間限定
の補助金によって運営されているため、これからの取り組み如何では再び廃止論議が起こる可能性がある。

*7　紀の川市は、平成22年12月16日に近畿で初めて「食育のまち宣言」を行い、食育を市民運動として展開するとともに、観
光や産業振興も含めたまちづくり・人づくりに力を入れている。授業では「紀の川ぷるぷる娘の歌～紀の川市食育推進の
歌～」を流しながらその取り組みを紹介した。歌は『食育のまち紀の川市食育と歌のまちづくり食育推進計画づくりから
「食育のまち宣言」まで』2011年、ウイング出版部の付属CDか、紀の川市食育推進会議のWebサイトからもダウンロー
ドできる。（http://seishu.sakura.ne.jp/syoku/index.html）
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また貴志川線の利用者は、紀の川市全体にとっては一部の住民に限られるため、業績が悪化した場合、今
よりも多額の税金を投入してまで貴志川線を存続させる必要があるのかという議論も予想される。そこで、
公共性にも様々な見方があるが、そのいくつかの観点に応じたプランを示し、限りのある税金を効率的に
使って行政サービスを行うにはどのプランが良いのかを選ばせ、なぜそのプランが有効だと考えるのか、
根拠を示して自分の意見を論述させる。そして、各班でその意見を出し合って最も妥当であると考えられ
る意見にまとめることで、「公正」な地方自治の在り方について議論させるようにした。最後に、この単
元での学習をふりかえり、自分自身にできる社会参加は何かを論述させてまとめとした。
　以上のように、第１時、第２時では地方自治のしくみについて学習し、理解したことをまとめて伝達す
る活動を行い、第３時と第４時（本時）では、社会的な事象についてそれらを特徴づけて分類する手法を
使って解釈したことを説明する言語活動を設定した。そして第５時のまとめでは、社会的事象についての
評価を行い、自分自身の社会参画への意識を論述してまとめるというふうに、基本的な事項の習得から社
会的な思考・判断を問う課題へと学習を展開できるよう、単元を通して言語活動を設定する工夫をした。
　それではこれより、第４時と第５時に行った言語活動を中心に、生徒がどのような思考・判断・表現を
行ったのかを分析し、社会参画への意識と社会問題を「公正」に判断する力がどのように高まったのかを
考察していきたい。
　まず、第４時で行った言語活動は次ページの表に示した。A ～ Iの分け方については意見が分かれると
ころもあるので、何をどう分けたかについては問題とせず、３つの意図（ねらい）にしぼって話し合わせ
ることにした。ここでの「解釈」のポイントは、「貴志川線は和歌山電鐵に引き継がれ、企業・住民・行
政の三位一体の活動により劇的に赤字を削減したが、貴志川線を永続させるためになおも様々な活動が行
われている」という社会的事象について、その目的と手段・方法を考えることである。総論で紹介した岩
田一彦氏の理論で言えば、「事実関係的知識」のうちの「目的に関する分析的知識」と「手段・方法に関
する分析的知識」に焦点を当てたことになる。ここでなぜ活動のねらいを分析させたかというと、貴志川
線存続のためにこんなユニークな取り組みがされていますよ、という紹介をしただけでは、生徒の認識は
せいぜい「貴志川線はおもしろそうだ。機会があったらイベントに参加し、貴志川線にも乗ってみたい」
といったところで止まってしまうと考えたからである。すなわち、この分析を行うことで、生徒はどのよ
うなことをすれば貴志川線の利用者は増えるのか、その活動によって地域や地域住民にどのような影響が
あるのかという説明的知識を獲得し、貴志川線に限らず、他の地域の問題であっても、市民の活動によっ
てどのようなまちづくりができるか、どう進められるかといった概念的知識へと発展させていく入り口に
なると考えたのである。
　実際の授業では、この活動において生徒からは表の１）～３）に示したような意見が出てきた。１）に
ついては、地域活性化や観光の振興などについて、生徒の思考で最も出てきやすいのが①イベントをし観
光客を集める、②新しい名物をつくる、③ゆるキャラを作ってPRする、といったイベント型地域振興策
であるため、ほとんどの生徒が個人レベルでもこの意見を書いていた。２）の日常的な利用者数を増やす
ことについては、単に「利用しやすくする」「便利にする」という表面的な表現にとどまっている生徒が
多く、３）については、確かにマイレールとして貴志川線に愛着を持ってもらうという点もあるが、和歌
山電鐵の赤字が激減した要因である経費節減に着目した生徒は少なかった。そこで、班で話し合って出し
た結論を発表させた時に、貴志川線を永続させる（和歌山電鐵の経営を改善する）という目的を改めてふ
まえさせ、再度考えを深めるようやりとりをしながら、１）～３）の本質を引き出すように授業を進めた。

◆Ａ～Ｉは、貴志川線存続後も「和歌山電鐵」「貴志川線の未来をつくる会」が中心となり、「紀の川市」
も協力しながら進められている取り組みです。それぞれの取り組みは、どのような意図（ねらい）を
もって行われているのでしょうか？その意図に応じて、Ａ～Ｉを３つのグループに分類し、どのよう
な意図であるのかを説明しなさい。
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　次に、この授業を通して、生徒の社会参画についての意識がどう変わったかを見ておく。第３時までの
授業では、主に行政の視点でのまちづくりを学習したので、生徒の意識は「観光客を呼び込んで活性化し
てほしい」「産業を振興して活気づけて欲しい」といった、まちづくりは行政がやってくれるという感覚
であった。それに対し、下に示した１）～11）は「今日の授業を終えて…、貴志川線存続運動によって地
域はどのように変わりましたか？感想も含めて書いて下さい」と授業後にふりかえってもらったものであ
る。これらを見ると、住民の積極的な社会参画によって実際にまちの現状が大きく変わったことに対する
驚きと感動が見てとれる。また、太字で協調した部分に見られるように、地域をより良くするためには、
自分の住んでいる地域に関心を持ち、まちづくりに参加することの大切さに気づき、自分も地元のまちづ
くりに参加したい、といった意識を持った生徒もあった。生徒の意識にこうした変化が見られた要因とし
ては、まず「つくる会」や和歌山電鐵、紀の川市役所など貴志川線の関係者の方を直接取材して教材化し
たことと、提供していただいた映像資料によって貴志川線の取り組みのイメージをリアルにつかむことが
できたからではないかと考える*1。「たま駅長と貴志川線」は地元でもよく知られた存在であるだけでなく、
１年生の時の総合学習で貴志川線について調べて支援の募金を集めたり、２年生の職場体験の時に和歌山
電鐵でお世話になったりした生徒もあった。そうした題材と生徒との関係に加えて、現在進行形で地域活
性化の成果を上げており、地元住民の笑顔の見えるところに教材としての貴志川線の良さがあったのでは
ないだろうか。さらに、社会参画の意識を高めることをねらって言語活動を設定したことで、なぜ貴志川
線の取り組みがうまくいっているのかを先生から話として聞くのではなく、生徒自身の思考によってつか
んでいったことも大きいのではないだろうか。
　しかし、ここに挙げていないものの中には、この時点ではまだ自分自身の問題としてというよりも、
「これからも貴志川の人たちには頑張ってほしい」「和歌山も発展していってほしい」といった他人事の

Ａ「貴志川線に乗ってタケノコ掘り体験」（ほかにジャガイモ掘り、イチゴ狩り、車内で紙芝居など）
Ｂ　貴志川線の時刻表を、周辺住民の家に配布する。
Ｃ　たまグッズの販売を行う。
Ｄ　駅舎ペンキぬり大会を行う。
Ｅ　駅前に駐輪場を整備する。
Ｆ　駅をイルミネーションで飾り付ける。
Ｇ　駅前に安く利用できる駐車場をつくる。
Ｈ　年１回、貴志川線祭りを開く。
Ｉ　貴志川線沿線や駅の清掃活動を行う。

１）地元以外からの利用数を増やす。

・観光や体験、グッズ販売などを通して駅に来る人を増やそうとしている。
・貴志川線を少しでも多くの人に知ってもらい、たくさんの人に乗ってもらう。
・利用する人を楽しませ、また利用したくなるようにして利用者を増やす。
・生活のために電車に乗る以外の目的で来てもらって、地域を知るとともに、電車を使用してもらう。

２）地元の人が利用しやすくし、日常的な利用数を増やす。

・駐車場や駐輪場を整備し、時刻表を配るなど、地元の人が利用しやすくする。
・地元の人に、自分たちの生活に必要なんだというのを知ってもらい、身近に感じてもらう。
・地元の人に貴志川線のよさ、便利さを知ってもらい、親しみを持ってもらう。

３）和歌山電鐵の経費節減。

・清潔にして印象を良くする。
・駅をきれいに保つ。利用しやすくする。
・清掃やペンキ塗りなど、実際に貴志川線にふれて、貴志川線に親しみをもってもらう。
・ペンキ塗りなどをやることで、愛着感をもって乗り続けてもらおうとしている。
・大会やボランティアによって、業者に依頼するより安上がりで済むから。支出を少しでも減らすため。
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ようなコメントも多かった。そこで、最後の第５時では、市民全体の問題として「公正」をキーワードに
自分たちはどうするかを考える授業にした。

　第５時は、まず貴志川線の未来をどうするかについて次ページの表に示したA ～ Fの意見の根拠として
ふさわしいものをあ～かから選ぶことから始まる（ここではあ～かをA ～ Fに対応させて示しているが、
授業では生徒が実際に線を結んで選ぶ）。この作業によって全員にきちんと論点を確認させてから、自分

１）地方の環境や問題を解決していくためには、その地域の人々の熱心な活動が必要不可欠で、それに
よって地域が活性化したり、発展していったりするのはとてもすごいことだと思いました。

２）町づくりに市民が参加することで、地元の人同士の団結力が高まり、町は活性化してきてると思い
ます。町づくりは、そこに住んでいる住民の働きかけによって町は栄え、活性化していくのかな、と
考えました。

３）みんなが一つになることで、住民同士のコミュニケーションがとれるようになったり、町に一体感
が生まれる。一つになることが大切で、こんなことが住民たちの力で可能なんだなとびっくりしました。

４）住民が鉄道のみならず、地方の行政や取り組みについて関心を持つようになり、よりよくしていこ
うと、行政と住民が一体となっていくことが出来ると思う。僕も自分の住んでいる地域についての関
心をもっと持とうと思った。

５）貴志川線がなくなるかもしれなくなって住民が立ち上がり、存続のために頑張ったことで存続が決
まったから、住民の思いで何か変えられるんだなと思いました。住民が貴志川線のことでまちづくり
に参加して、住民がよいと思える町になっているのかなと思いました。なので、自分たちの生活をよ
くするには、まちづくりに参加することが重要なのかもしれないと思いました。なぜなら、住民が関
わって町が変わっているのだから。

６）住民の人たちが必死に努力して、貴志川線の永続が叶って、何でも意見して努力すれば反映される
ことが分かった。これからも貴志川の人たちには精一杯頑張って欲しいと思います。僕も自分たちの
町は自分たちでよりよくしていきたいです。

７）街づくりは、住民の活動で活性化することが分かった。和歌山の市民として、何かの活動があれば
参加したいと思った。

８）和歌山でもこんなにたくさんの工夫をして観光客を集めていることを初めて知りました。観光に来
てくれる人を集めるだけではなくて、地元で貴志川線を利用している人たちに対しても安く利用でき
る駐車場・駐輪場を整備するなど、貴志川線を利用しやすくなる工夫をしている点がたくさんあり、
観光客を集めつつも地元の人のことも気にしているところがいいなと感じました。また、観光客を集
めるために上手く貴志川線を利用した楽しい企画ばかりだったので、私も機会があれば行ってみたい
です。私も、地元の木ノ本で何か役に立つことがあれば自ら進んで行動していきたいです。和歌山が
大好きだから、もっと周りの人に和歌山のいいところを知ってもらいたいです。和歌山がもっとたく
さんの人に訪れてもらえる都市になっていってほしいです。

９）町づくりの現状とこれからの課題を考えることができました。和歌山にはたくさんの課題があると
思うけど、住民の力があれば変えていけると思うので、自分も力になれればいいなと思います。１人
１人の力は小さくても、住民全員で力を合わせたら何でもできるんだなと実感できました。

10）三位一体の活動を進めることによって住民がより地域活動に積極的になった。今まであまり興味は
なかったけど、近畿の荷物といわれる和歌山にがんばってほしい。

11）住民だって地域に関わり参加できることで、町が明るくなっていった。だから和歌山市でも、ぶら
くり丁とかが活性化できないかなと思いました。私たち一般市民でも地域は動かせる！！

*1　教材化にあたって、貴志川線の未来を“つくる”会の代表・濱口さん、事務局長・奥山さん、監査・中西さんに取材させ
て頂き、貴重な資料をお借りした。また、和歌山電鐵の麻生さん、紀の川市役所政策調整課の長谷川さんにもお話をうか
がった。この場を借りて御礼申し上げたい。

― 60 ―



の意見に最も近いと思うものを１つ選び、なぜそう思ったのかをまとめさせた。この時に自分の考えをま
とめやすいように、下のようにヒントカードを用意し、その意見を選べばどういうことが可能になるのか
と、その意見が大切だと思う理由を自分で考えさせるようにした。こうして、各自が考えた意見を班で順
番に発表し、貴志川線の未来として望ましい意見は何かを話し合ってもらった。
　この課題のポイントは、生徒が貴志川線を廃止すべきだというA、Bの意見に出会うことによって、市
民から集めた税金が一部の人たちのために使われることの意義を考え始めたことにある。それまでは、大
多数の生徒にとって貴志川線は自分たちの住む地域には直接関係ないという認識であったのが、自分たち
和歌山市民が納めた税金が使われているという認識が生まれた。そのことから、同じ税金を使うならどの
ように使うことが社会的に「公正」なのかを考えるきっかけとなったのである。
　ここで先ほどのA ～ Fを詳しく見ると、Aは「税金は、最も困っている人に最も手厚く援助することで
社会的格差をなくすべきだ」、Bは「市民全体の幸福を考えるならば、全体のためになるように税金を使
うべき」、Cは「より多くの人が利用しやすいようにして機会の格差をなくすべき」、Dは「本数を増やし
て利便性をあげることで、より多くの人が使いやすいようにすべき」、EとFは「地域活性化にもつながる
ので貴志川線の魅力や貴志川線を使ってできることを増やすべき」といった見方になろう。生徒が個人で
選んだ意見と、班で話し合って選んだ結論の割合は下の表の通りである。なお、表にあらわれた％の数値
に大きな変化のない意見もあるが、実際は入れ替わっているものが多く、話し合いの結果、自分の意見か
ら班の結論へと意見が変化した生徒は全体の６割近くであった。このことから、生徒たちは話し合いを通
して「公正」についての考えを十分吟味したものといえるだろう。この話し合いによって大きく変化した

のは、貴志川線を廃止して税金は全体のために使うべきだというBの意
見が減り、E＆Fが増えたことである。この変化が見られたのは、社会
の中で本当に困っている人のために税金を使う意義や、便利なところと
不便なところの格差をなくす意義をふまえ、住民の社会参画によって地
域が活性化し、それがまた住民の生き甲斐につながっているところへ税
金を使うことに「公正」の価値を見いだしたからではないかと考えられ
る。

個人 班
A ６％ ３％
B 31％ 22％
C ５％ ４％
D 37％ 37％

E＆F 21％ 34％

Ａ　貴志川線は廃止。補助金に使っていたお金を
使って、足が悪いなどハンディキャップのあ
る人にタクシーチケットを配布する。

い　貴志川線は駐車場や駅までのバスの便がない
駅が多く、アクセスが悪い。そのため、せっ
かく税金を使って支援しているのに、足が悪
い方などにとっては使いにくい。

Ｂ　貴志川線は廃止。補助金に使っていたお金を、
和歌山市、紀の川市全体のために使う。

あ　市民から集めた税を、市民全員が利用するわ
けではない貴志川線に使うことは、和歌山市・
紀の川市全体からみてよいことではない。

Ｃ　貴志川線は存続。駅を増やし、駅までのアク
セスを良くして、誰でも使いやすいようにする。

え　足の悪い方など、だれにとっても貴志川線が
利用しやすくなる。

Ｄ　貴志川線は存続。本数を増やし、和歌山市内
の公共交通機関も充実させる。

か　和歌山市内の車の混雑が緩和されるし、電車
の本数も増やせて、みんなにとってよいこと
がある。

Ｅ　貴志川線は存続。町おこし等のイベントを増
やし、人々の楽しみを提供する。

お　貴志川線は通勤・通学で使う人が多い。沿線
でイベントなどが増え、お客さんが増えれば、
和歌山電鉄にとっても地域の人にとっても、
よい。

Ｆ　貴志川線は存続。貴志川線の駅をきれいにし
ているＮＰＯなどへの補助を増やす。

う　駅がきれいになるし、お年寄りや地域の方の
生き甲斐づくりにもなる。
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　最後に、生徒がこの単元の学習をふりかえってまとめたコメントから、社会参画への意識がどう育った
のかを見ておきたい。

自分の意見に最も近い意見（　　　）

理由　私がこの意見を選んだのは、

（①

　　　　　　　　　）（すれ）ば、（　

 ）ことが可能になると考えるからです。

この意見が大事にしている考え方は、税は（②

 ）ために使うということです。

私がこの意見が大切だと思う理由は、（

 ）ということです。

また、この意見は（③ ）ため、多くの人の納得を得やすいと思います。

①のところは
　上のA～Fから選んで書く。

ヒントカード②
・人々の間の格差を小さくする
・最も困っている人に、最大の

援助をする
・社会全体の利益を考える
・公共的なものを充実させる
・自由や楽しみなど、個人がで

きることを大きくする

ヒントカード③
・効果が高い　　・実現可能性が高い
・即効性がある　・誰でも利用できる
・持続性が高い　・社会的正義にかなう　
・ただ乗り（無賃乗車）を生みにくい
・財源確保が容易である
・人の自由や権利を拡大する
・人が自分らしく生きることを可能にする

１）貴志川線なんて自分に関係ないからどうでもいい、と考えていたけど、実際はとっても重要で、しっ
かり考えていかなければならない問題なんだと感じました。乗車人数が少なくて、利益が出ないからと
いう理由だけで廃線にしてしまうと、使っている人々が困ってしまうと思います。前回の授業で、市民
の熱い思いが廃線を防ぐことができたということを聞いたので、自分も市民の一人なので、まちづくり
についてより強い関心を持つことが大切だと考えました。まちづくりは一人ではできない事だけど、市
民が全員で団結できればできることだと思います。和歌山のぶらくり丁はいいところだけど、今では
シャッター通りになってしまっているので、市民や市全体で協力して活気ある商店街に戻せたらいいな
と思います。むずかしい事だけど、頑張ればできる事なので、実現してほしいです。和歌山の良さを
もっと引き出せるようなまちづくりを目指したいです。
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２）和歌山は近畿の中、又、全国的にも人口が少ない県です。よく町おこしなどの内容をきいたりします
が、貴志川線の活性化にこんな歴史があったとは思いませんでした。初めて地方自治について勉強した
時、「自分たちの町はこの人たちによって豊かにされてるんだ」と感じていただけだったけれど、さま
ざまな困難を乗り越え、又、市民とのかかわりもすごく重要なんだということに気づきました。おも
ちゃ電車、たま駅長、たけのこ掘りなどのイベント、ユーモアな活動がおこなわれることで、県外の
方々もたくさん来られるようになっています。それだけでなく、地域の人々の事を第一に考え、便利さ
を追求し、不便さを少なくすることで、信頼を得たりつながりをふやすことは本当に大事だなと感じま
した。私も地域のさまざまな取り組みに協力し、より豊かな地域をつくりだせるように今後していきた
いです。地方自治と市民のかかわりがどれだけ大切なのか、また取り組みの裏で借金の問題や意見のく
いちがいなど、地方自治の大変さを知りました。

３）貴志川線が廃線危機から救われたのは、無論、「貴志川線の未来をつくる会」の力があってこそだと
思う。ではどのように「貴志川線の未来をつくる会」がつくられたのでしょう。ここで僕はつくられた
経緯を言いたいのではなく、つくる会はおそらく、代表のうちの濱口さん、奥山さん、中西さんが住民
たちの意見を聞いて立ち上がったのだと思います。地方自治、まちづくりに大切なのはこの部分だと思
います。自らが感じた不満をそのまま心にとめておくのではなく、自分の力で変えようとしていくこと。
それこそがみんなの住みやすい環境にする、つまり地方自治の根源にあることだと、貴志川線の事例を
通して感じました。これからの世の中で、不満ばかり言うのではなく、自らの力で変えていこうと思う
思いが、選挙に無関心な、政治に無関心な若者に必要だと思います。

４）今回、貴志川線について学べてよかったと思っています。勉強する前は「貴志川線はぎりぎり廃線を
のがれて、たま駅長のおかげで今また復活しているんだ」と単純に思っていたけれど、１時間目の授業
で「たま駅長の前に復活してきている！！」と知って、それからは「なんで？何がきっかけ？」と自分
の頭の中に不思議がたくさんうかび、その「なぜ？？」を追究していくのが楽しくて、結論が待ち遠し
かったです。授業中で見た映像の話を交えたワークプリントをやっていると、「つくる会」についてた
くさん書かれていました。最初は少人数だったけれど、あきらめず活動を続けていったおかげで、最後
には5000人を突破していて、地域全体が「貴志川線は残すべきだ！」と強く思っていたことが分かりま
した。今では貴志川線のサポーターとして地域の人々はイベントを計画し実行していたり、たま駅長の
グッズを販売したりと、様々な場面で支え合っているんだと感じました。「貴志川線が廃止される!?と
いう危機があったからこそ、和歌山電鐵がこんなにも立派になってたくさんの人を呼ぶことができるよ
うになったんだ」と思いました。自分の身の回りで地域の人と助け合って…などという活動があるのか
どうかわからないけれど、もしあれば参加してちょっとでも役に立てたらなぁと思いました。自分の意
見は、イベントなどを開き、利用者をより多くするということでした。この意見を実現するには、今、
私たちは貴志川の方だけでなく自分の地元の人たちにも「こんな○○なイベントが貴志川線で行われる
よ」とたくさんの人に伝えることだと思います。

５）私は貴志川線に普段あまり乗る機会がないので、貴志川線が廃線になろうとしていたことすら知りま
せんでした。それを授業で知ってからも、貴志川線の存続が決定したのは「たま駅長」がはやったから
だと思っていました。しかし、それより以前に地元の人々が中心となって貴志川線を存続させるための
活動を行っていたと分かって、貴志川線は地元を活性化する良いきっかけだったんじゃないかと感じま
した。自分たちの地元にあるものは、すごく身近に感じられるから、自分たちでずっと守っていきたい
です。地方の政治は国がやるより地方でやった方が住民の声を取り入れやすいし、地方は問題解決によ
り専念でき、国はその分負担が軽くなるので、地方自治は国全体にとってもプラスになっていくと思い
ます。私は「貴志川線の未来をつくる会」の人たちのように、自分の意見を実現するために、自分だけ
の利益などを考えず、地域のために活動していることがすごいと思います。都会ばかり発展していって
も、便利な人と不便な人との差が広がるだけなので、地域に住む人々が主体となって活動していくこと
が、これからは大切だと思います。
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６）私たちが実際にできることは、まず自分たちの地方自治を知り、そしてそれについて深く考えていく
ことが大切だと思います。私は１年生のW ～ ingの学習の時から、ぶらくり丁について少し興味があり
ました。昔はあんなにも栄えていたのに、今では「シャッター通り」と言われるまでの商店街になって
しまっています。私の家は、ぶらくり丁の近所だからよく中を通ったりしているけど、「シャッターが
多い＝人が来ない」→「店の人にやる気がない」と思っていました。けど実際に色んな人たちに話を聞
いていると、活性化のために動いている人たちがいたりして、何事にも私たちが実際に知っていかなけ
ればならないことがあるんだなと思いました。だから、貴志川線についても本当のところは経営が難し
いけど、それを市民に納得してもらうように伝えていくのがこの人たちに必要なことで、そして私たち
市民はその実態を知り、納得することが必要だと思います。行政と市民が一体となって、１つのまちを
つくることが大切だと思いました。

７）貴志川線の開発は、貴志川を中心にその周辺の人々がつながることができるし、市町村の発展にもつ
ながるので、すごく良いことだと思います。まちづくりにかかるお金は、住民が払っている税金から出
されている。この税金を私たちの生活に役立てられるように、効率よく社会全体に利益が得られるため
にも、自治体と住民が意見を出し合って、協力し合っていかなければならないと思います。貴志川線の
ように、たま駅長などのマスコットキャラクターを作ったり、イベントを開催したりすることは、人々
の関心を集めることになるし、15分間隔で運行することは、より便利に貴志川線を利用できることにな
るので、様々な取り組みを行うことで今までは出来なかったことが実現することにもなるから、これか
ら先も行っていってほしい。又、先日の台風の影響がでた地域の復興などにも力を入れていってほしい
と思います。私たちは国民として、自分の住む町、日本をより良くしていくためにも、自分の考えを
持ってお互い協力し合っていかなければならないと思います。

８）今までは地方自治なんかまったく興味がなかったし、何それ？みたいな感じだったけど、今回実際に
和歌山で行われている地方自治について知って、和歌山は田舎やけどがんばっているんだなぁと思いま
した。貴志川線は今では「たま駅長」とかで有名になっているけど、もし「つくる会」ができていな
かったらなくなっていただろうから、辺りの住民の思いはものすごく大きなものだったんだろうなと思
いました。でも、住民の思いだけではまちづくりはできなくて、行政のサポートなど、いろいろなサ
ポートが必要なので、みんなで一丸となってやらないとできないんだなと思いました。貴志川線は「た
ま駅長」ですごく有名になっているのに、まだ赤字だということを知って、まちづくりをやっていくの
は大変なんだなと思いました。私たち中学生が、いま直接まちづくりに協力することはむずかしいかも
しれないけれど、イベントなどに積極的に参加することによって、すこしでもまちづくりに参加できれ
ばいいなぁと思いました。和歌山がいまやっているまちづくりについて、もっとたくさん知りたいと思
いました。

９）自分自身ができることは、足の不自由な方、目が見えていない方に対して、今の貴志川線のどこを改
善していくべきか、などのアンケートを取り、しっかり調べることだと思いました。また、積極的に駅
を利用しやすいようにするための清掃活動に参加することや、自分が思ったこと感じたことをしっかり
伝えていくことも大切だと思いました。そして「利用しやすい駅」も大切ですが、「利用したいと思う
駅」にすることも大切な要素の一つだと考えました。例えば、貴志川線を利用したイベントを行ったり、
駅をイルミネーションなどで飾ったりして貴志川線の知名度を上げ、観光客を増やすことも大切だと思
いました。そこで、私たちができることは、ポスター作りや人口が集まった場所での呼びかけなど、た
くさん手伝いできることがあると思います。私は貴志川線だけではなく、貴志川線を通して和歌山の良
いところやおいしい食べ物などをもっとたくさんの人たちに知ってもらいたいです。貴志川線では、廃
止すべきなのか支援すべきなのか様々な意見があって、今の状態になるまではとても時間がかかったと
思います。しかし、大好きな和歌山の貴志川線のために、地域の人々、県・市が一体となって真剣に
なったので「いちご電車」や「おもちゃ電車」、「たま電車」などといった素晴らしいものをつくれたと
思います。貴志川線についての学習で学んだことは、自分とは異なった意見を尊重しつつ、皆が納得す
る意見を出すことは大切だということと、一人が一生懸命になるのではなく県・市一体で一つのものを
つくりあげているという意識を高めて真剣に考え、積極的に自分ができる範囲のところはしっかりして
いくことです。私も、もし将来、何かを決めるときに今回学んだ様々な意見をしっかりまとめたいと思
います。貴志川線の歴史とともに、自分自身を振り返れたので良かったです。
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　以上のコメントをもとに、生徒が地方自治について獲得した認識を整理すると、おおよそ次のようなま
とめになるだろう。

　最後に、本単元の学習に入る事前のアンケートで、生徒の社会参画の意識は市民参加の９つの類型のう
ちの「①関心」に止まるという指摘をしたが、はたして生徒が本単元の学習を通してどの段階まで達した
と考えれば良いだろうか。自分なりに本単元の学習をふりかえると、貴志川線存続問題とその取り組みに
ついて学び（「②知識」）、貴志川線の問題をどうするか「③意見提出」「④意見交換」し、望ましい貴志川
線の未来について「⑤審議」するという、「市民参加」の過程を擬似的に体験するという学習活動であっ
たと考えている。もし「⑥討議」以降の「市民参画」の段階に入るには、実際に貴志川線問題についての
シンポジウムに参加して討議するなどの行動が必要であるし、「⑦市民立案」「⑧市民運営」「⑨市民実行」
といった「市民主体」の段階であれば「つくる会」等のメンバーに入って実際に活動することが求められ
るであろう。
　生徒自身の実感のこもった言葉で綴られているこのまとめから、生徒は資料を基に自分の考えを構築す
ることや、社会において最も多くの納得が得られるよう話し合いによって物事を決定していくことの大切
さを感じながら、高レベルの「市民参加」を実現した社会の良さやその価値に気づいた様子がうかがえる。
よって、「市民参加」の方法を地域の実例をもとに教えることで、自分の住む地域の問題に関心を向け、
何らかの活動に参加・協力していくことが自分にとっても、地域にとっても望ましいことなのだという意
識を十分に高められたと判断する。実際の行動にどうつながるかを今の段階で検証することは不可能であ
るが、そうした行動のできる生徒を育む種まきをすることができたのではないかと思う。
　今年度の実践を終えて、生徒に獲得させたい知識や育成したい市民的資質に位置づけて本時目標を設定
し、単元を通して言語活動を工夫する授業づくりに幾許かの手応えを感じている。

10）今回の貴志川線についての授業は、紀の川市という一つの地方公共団体を例に取り、地方自治の本来
の在り方について学ぶことができた。授業中の貴志川線をどうしていくか考えるのはもちろん楽しく、
資料を基に自分の考えを構築する良い訓練となったと思うが、僕が最も大切に感じたのは、住民の「自
ら自分の地域をより良くしていこう」という姿勢である。和歌山電鐵の社長も言っていたが、それが人
の心を動かすことにも繋がると思うので、自分も地方自治にもっと関心を持ち、その為にできることを
したいと強く思った。そして、住民がみな自分の属する地方公共団体について関心を持ち、より良くし
ようと努力することが、本当の意味での「地方自治」なのだと感じた。

　住民が払った税金は、私たちの生活に役立てられるように、効率よく社会全体に分配しなければいけ
ない。しかし、地方の公共交通機関を利益が出ないからという理由だけで廃線にしてしまうと、困って
しまう住民も出てくる。そうした人たちのために税金を使うのも、社会の中で大切にしなければいけな
い「公正」な考えの１つである。実際、各自治体で様々な取り組みの裏側で、借金（公債）の問題や意
見の対立（くいちがい）があり、そこに地方自治の大変さと難しさがあるが、地方自治において、自分
とは異なった意見を尊重しつつ、皆が納得する意見を出すことは大切である。
　貴志川線のように、本当のところは経営が難しいけれども、それを市民に納得してもらえるように伝
えていくことが企業や行政にとって必要なことで、市民はそうした地域の実態を知ろうとしなければな
らない。また、市民は自らが感じた不満をそのまま心にとめておくのではなく、自分の力で変えようと
していくこと。それこそがみんなの住みやすい環境にする、つまり地方自治の根源にあることである。
　ゆえに、行政と市民が一体となって、まちづくりを進めていくことが大切である。とくに都会との生
活格差が広がる地域（和歌山）では、地域に住む人々が主体となって活動していくことが一層大切であ
る。そして、私たちは国民として、自分の住む町、日本をより良くしていくためにも、自分の考えを
持ってお互い協力し合っていかなければならない。一人が一生懸命になるのではなく県・市一体で一つ
のものをつくりあげているという意識を高めて真剣に考え、積極的に自分ができる範囲のところはしっ
かりしていくべきである。住民がみな自分の属する地方公共団体について関心を持ち、より良くしよう
と努力することが、本当の意味での「地方自治」なのだ。
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